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政
治
と
宗
教
の
話

を
避
け
る
よ
う

に
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
熱
心
な

勧
誘
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
人
間
関
係

を
壊
し
た
経
験
か

ら
く
る
の
だ
ろ
う
。
阪
神
淡
路

大
震
災
が
起
き
た
年
、
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
の
発
生
で
、
報
道

の
関
心
は
宗
教
団
体
へ
一
気
に

変
わ
っ
た
。
宗
教
自
体
を
敬
遠

す
る
空
気
は
あ
の
頃
か
ら
だ
ろ

う
か
▼
あ
る
宗
教
家
が
「
信
じ

れ
ば
良
い
、
た
だ
何
か
の
名
目

で
お
金
を
要
求
す
る
宗
教
は
避

け
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
た
。

宗
教
に
限
ら
ず
、
組
織
を
維
持

す
る
に
は
財
政
の
裏
付
け
が
必

要
だ
が
、
生
活
や
人
間
関
係
を

破
壊
す
る
ほ
ど
の
お
金
は
信
仰

に
は
必
要
無
い
は
ず
。
多
く
の

人
が
宗
教
の
話
題
を
避
け
て
い

る
間
に
、
か
の
団
体
は
弱
者
を

犠
牲
に
力
を
持
っ
た
。
政
党
と

結
び
つ
い
て
い
た
現
実
に
暗
い

気
持
ち
に
な
る
▼
あ
の
日
、
元

首
相
は
何
故
、
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
楽
勝
の
選
挙
区
に
行
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ろ
し
く
不

気
味
な
銃
は
聴
衆
を
か
す
め
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
じ
っ
と
天

を
見
つ
め
て
し
ま
う
。

５日　県本部青年女性2022現業・公企統一闘争交流集会
（ひょうご共済会館）

５日　2022現業・公企統一闘争勝利！県本部総決起集会
（県民会館）

７～８日　第39回地方自治研究全国集会（静岡市）
14日　現業・公企全国統一行動日
15～16日　第34回コミュニティ・ユニオン全国交流
　　　　　集会in札幌（北海道自治労会館）

当面の日程

松本 真紀子

の
も
と
地
域
手
当
維
持
、
７
級

制
導
入
な
ど
を
勝
ち
取
っ
て
き

た
。
生
涯
賃
金
で
見
る
と
大
き

な
成
果
。
政
治
闘
争
を
背
景
に

労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
よ
う
」

（
稲
美
）
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

闘
争
に
向
け
て
は
、
町
職
連
協

統
一
要
求
を
提
起
し
、
全
町
職

で
「
要
求

－

交
渉

－

妥
結
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
よ
う

と
呼
び
か
け
た
。

　

質
疑
で
は
、「
組
織
内
町
長

　

町
職
連
協
は
９
月
17
日
、
神

河
町
内
で
10
単
組
32
人
の
参
加

の
も
と
第
51
回
総
会
を
開
催
し

た
。
組
織
強
化
を
目
標
に
交
流

会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企

画
す
る
こ
と
、
定
年
延
長
に
伴

い
65
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
金
丸
武
史

議
長
は
、「
定
年
延
長
、
22
確
定

闘
争
を
控
え
、
各
単
組
の
交
渉

力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
町
職
連

協
で
情
報
を
共
有
し
て
前
進
を

は
か
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
案
提
起
を
行
っ
た
笹
倉
翼

事
務
局
長
は
、
23
年
度
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
職
単
組
交
流

集
会
を
行
い
組
織
課
題
を
議
論

す
る
こ
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
単
組
間
の
交
流
を

は
か
る
こ
と
を
強
調
。
22
確
定

事
」「
社
会
の
中
の
様
々
な
属

性
の
人
の
立
場
に
立
ち
、
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ま

で
以
上
に
も
っ
と
想
像
力
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
大

な
い
事
が
ら
で
不
利
益
な
扱

い
」
と
も
述
べ
、「
世
の
中
の

価
値
・
考
え
方
を
変
え
な
い
と

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
」
と

　
「
10
人
の
親
し
い
人
」
を
書

き
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

そ
の
書
き
出
し
た
10
人
の
男

女
比
・
国
籍
・
障
が
い
者
な
ど
、

様
々
な
出
会
い
の
中
で
の
価
値

観
や
自
分
と
の
違
い
を
想
像
す

る
こ
と
で
新
た
な
発
見
・
多
様

性
に
気
づ
く
こ
と
学
ん
だ
。

　

世
界
人
権
宣
言
で
「
全
て
の

人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
基
本

的
人
権
を
も
っ
て
い
る
」
と
初

め
て
認
め
ら
れ
た
が
、
講
師
は

人
権
に
つ
て
い
て
シ
ビ
ア
な
概

念
と
述
べ
た
。
ま
た
、
差
別
に

つ
い
て
は
「
本
人
の
努
力
に

よ
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来

　

県
本
部
は
平
和
人
権
環
境
委

員
会
が
主
催
し
た
人
権
研
修
会

を
９
月
14
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
開
催
し
た
。

　

近
年
、
部
落
問
題
に
関
す
る

職
員
研
修
が
減
少
し
、
差
別
の

現
実
や
部
落
問
題
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会
が
な
い

職
員
が
増
え
て
い
る
実
態
を
受

け
、
自
治
体
で
の
人
権
研
修
の

あ
り
方
や
活
性
化
の
た
め
に
、

人
権
教
育
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
で
あ
る
栗
本
知
子
さ

ん
を
講
師
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
中
心
と
し
た
人
権
研
修
を
実

施
し
た
。

じちろう共済県支部からのお知らせ

９月26日より見直しを実施
新型コロナウイルス感染症に関する
「みなし入院」の取り扱いを変更

　この間、新型コロナウイルス感染症の流行の中心
がオミクロン株に移行する中で、重症化率の低下が
見られるなど、病態が軽症化している傾向にあり、さ
らには政府の「全数把握の見直し」について、９月
26日から全国一律で適用することが決定されました。
　このため、発生届の対象を重症化リスクの高い方
に限定される状況変化も踏まえ、発生届の対象とな
らない方を、新型コロナウイルス感染症に罹患した
ことのみをもって「病院または診療所に入り、常に
医師の管理下において治療に専念」し「入院が必要
な状態」と判断できないことから、９月26日（月）以
降、「みなし入院」による入院共済金等のお支払い
対象を重症化リスクの高い方へと見直すこととなり
ましたので、ご理解とご協力をお願いいたします。
新型コロナウイルス感染症と診断された場合のお支払い範囲

ケース
陽性判明日（診断日）

9/25まで 9/26日以降

入院された場合 ○お支払い
対象　

○お支払い
対象　

宿泊療養・自
宅療養された
場合（みなし
入院）　

重症化リス
クの高い方

（※）

○お支払い
対象　

○お支払い
対象　

上記以外の方 ○お支払い
対象　

×お支払い
対象外

※重症化リスクの高い方とは、①65歳以上、②入院
を要する方、③重症化リスクがあり、新型コロナ
ウイルス感染症の治療薬の投与または新型コロ
ナウイルス感染症罹患による酸素投与が必要な
方、④妊婦です。

　　なお、病院に入院をした場合は、引き続き病気
入院共済金のお支払い対象になります。

県本部人権研修会

差
別
に
つ
い
て
基
本
に
立
ち
返
る

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
は

栗本さんより講演を受けた

10単組32人が参加し課題を共有

町職連協総会

各
交
渉
課
題
と
組
織
強
化
に
注
力

町
職
間
の
情
報
共
有
で
前
進
を
め
ざ
す
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中島選手細見選手

　

30
分
後
の
準
々
決
勝
は
北
海

道
の
北
広
島
市
職
労
と
対
戦
。

勤
務
の
関
係
で
メ
ン
バ
ー
が
減

る
中
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
試

合
を
進
め
た
が
、
17
対
０
で
完

敗
し
た
も
の
の
、
全
国
大
会
ベ

ス
ト
８
と
な
っ
た
。

　

全
国
野
球
大
会
が
４
年
ぶ
り

に
９
月
8
～
11
日
、
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
全
国
か
ら
22
チ
ー
ム

が
出
場
し
近
畿
地
連
枠
と
し
て

宝
塚
市
職
労
が
出
場
。
１
回
戦

で
石
川
県
の
小
松
市
職
と
対

戦
。
宝
塚
は
初
回
に
１
点
を
先

取
さ
れ
た
も
の
の
、
２
回
に
相

手
の
エ
ラ
ー
で
同
点
と
す
る

と
、
終
盤
に
も
追
加
点
を
挙
げ

７
対
３
で
勝
利
し
た
。

　

２
回
戦
は
新
潟
県
の
十
日
町

市
労
連
と
の
対
戦
。
宝
塚
は
初

回
に
３
番
中
島
選
手
が
３
ラ
ン

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
先
制
。
そ

の
後
も
得
点
を
重
ね
、
投
げ
て

は
先
発
の
細
見
選
手
が
前
日
に

続
き
完
投
し
、
８
対
３
で
準
々

決
勝
に
進
ん
だ
。

り
、
副
部
長
に
西
垣
戸
蒼
海
さ

ん
（
丹
波
篠
山
市
職
労
）、
書

記
長
に
森
岡
典
子
さ
ん
（
た
つ

の
市
労
連
）
を
選
出
し
た
。

　

総
会
議
長
に
は
丹
波
市
職
労

の
山
下
博
子
代
議
員
を
選
出
。

経
過
報
告
、
運
動
方
針
を
執
行

部
が
提
起
し
、承
認
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
分
散
会
と
し
て

「
定
年
ま
で
働
き
続
け
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
「
人
間
関
係
」「
フ
ォ
ロ
ー

体
制
」「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

飛
び
交
い
、
議
論
を
深
め
た
。

　

役
員
体
制
が
一
部
変
更
と
な

　

県
本
部
女
性
部
は
第
26
回
定

期
総
会
を
９
月
17
日
に
神
戸
市

教
育
会
館
で
開
催
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
県
本
部
の
青
木

久
実
子
副
委
員
長
は
「
参
議
院

選
挙
の
結
果
か
ら
、
声
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、

確
定
闘
争
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
ま

た
、
働
く
女
性
の
交
流
集
会
実

行
委
員
会
の
小
城
智
子
さ
ん
は

「
格
差
解
消
を
め
ざ
し
て
い
こ

う
」
と
激
励
し
た
。

る
。
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
を

強
め
て
い
く
と
」
答
弁
し
た
。

　

今
総
会
で
は
一
部
、
役
員
の

交
代
が
あ
り
、
香
美
町
職
の
北

脇
修
平
さ
ん
が
書
記
長
に
選
出

さ
れ
た
。

　

ま
た
来
賓
と
し
て
県
本
部
か

ら
戎
剛
副
委
員
長
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。そ
の
後
、

執
行
部
か
ら
２
０
２
２
年
度
経

過
報
告
と
総
括
、
２
０
２
３
年

度
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

　

参
加
代
議
員
か
ら
は
「
交
流

会
で
組
合
加
入
の
議
論
」「
中
央

大
交
流
集
会
で
全
国
の
仲
間
と

繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
」「
地
域

別
交
流
会
を
引
き
続
き
開
催
を

希
望
」「
ブ
ロ
ッ
ク
独
自
の
交
流

会
実
施
」
な
ど
取
り
組
み
報
告

や
新
年
度
へ
の
取
り
組
み
の
要

望
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は

「
組
合
員
同
士
が
希
薄
化
し
て
い

　

県
本
部
青
年
部
は
第
26
回
定

期
総
会
を
９
月
17
日
、
ひ
ょ
う

ご
共
済
会
館
で
開
催
し
た
。

　

総
会
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
今
村
龍
乃
介
青
年
部
長
は

「
政
治
闘
争
と
し
て
独
自
で
開

催
し
た
鬼
木
ま
こ
と
ス
イ
ー
ツ

ミ
ィ
ー
テ
イ
ン
グ
は
成
功
裡
に

終
わ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

た
が
、
地
域
交
流
会
を
対
面
開

催
し
課
題
共
有
と
単
組
間
の
つ

な
が
り
作
っ
て
き
た
。
こ
の
取

り
組
み
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
。
交
流
と
学
習

は
青
年
部
の
特
権
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

県
本
部
平
和
・
人
権
・
環
境

委
員
会
と
公
営
企
業
評
議
会
が

共
催
し
た
自
治
労
第
38
回
水
週

間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
８
月

６
日
に
９
単
組
25
人
が
参
加
の

も
と
、
洲
本
市
由
良
の
成
ヶ
島

に
お
い
て
「
国
立
公
園
成
ヶ
島

の
自
然
環
境
を
再
び
学
ぶ
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

西
本
斎
弘
公
企
評
議
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
３
年
ぶ
り
の
自

治
労
水
週
間
の
取
り
組
み
と

な
っ
た
。
11
年
前
に
も
成
ヶ
島

の
自
然
環
境
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
る
の
か
？
再
度
学

習
し
た
い
と
思
う
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
高
台
に
あ
る
展
望

台
ま
で
山
歩
き
し
、
国
立
公
園

成
ヶ
島
の
自
然
を
守
る
会
の
花

野
晃
一
さ
ん
か
ら
「
淡
路
橋
立

の
全
景
」
の
説
明
を
受
け
、
昼

食
休
憩
後
、
湿
地
帯
の
浜
ま
で

移
動
し
「
11
年
前
か
ら
島
に
漂

着
す
る
ゴ
ミ
の
種
類
は
、
家
庭

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
が
進
ん
で
い

る
が
そ
ん
な
に
変
化
が
無
く
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

等
の
漂
着
に
よ
り
島
固
有
種
の

動
植
物
の
環
境
保
護
に
危
惧
を

感
じ
る
」
と
説
明
を
受
け
た
。

　

今
回
は
家
族
で
の
参
加
が
多

く
「
貴
重
な
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
が
実
感
で
き

た
」
と
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

黒豆収穫祭、枝豆・黒豆
注文中止について

すでに各組合員より枝豆・黒豆
および収穫祭への参加申し込み
をいただいておりますが、生産
者のご逝去により、今年は全て
中止となります。
ご理解とご協力をお願いします。

青年部総会

学習と交流をさらに強化

島に漂着するゴミを調べる参加者

新たに書記長となった北脇さん 中央 

分散会で意見交換を行った

女性部総会

定
年
ま
で
働
き
続
け
る
た
め
に

分
散
会
で
議
論
を
深
め
る

全国野球大会

宝
塚
市
職
労
が
奮
闘

全
国
で
ベ
ス
ト
８
に
輝
く

自治労水週間

家
族
で
環
境
保
護
を
学
ぶ

貴
重
な
自
然
に
触
れ
、漂
着
ゴ
ミ
の
問
題
を
実
感

23年度は新たな取り組みにチャレンジ


